
日
本
原
燃
（
株
）
は
八
月
三
十
一
日
か
ら
六
ヶ
所
再
処
理

工
場
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
再
開
し
第
四
ス
テ
ッ
プ
に
突
入

し
、
九
月
七
日
か
ら
使
用
済
燃
料
の
せ
ん
断
作
業
を
始
め
ま

し
た
。
同
社
の
「
主
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
」
に
は
、
七
日
午

前
二
時
半
か
ら
せ
ん
断
開
始
を
示
す
「
放
射
線
カ
ウ
ン
ト
波

形
」
が
現
れ
始
め
十
七
日
ま
で
に
九
〇
体
、
約
四
〇
㌧
が
せ

ん
断
さ
れ
た
模
様
。
八
月
二
〇
日
、
原
子
力
施
設
を
持
つ
電

力
一
二
社
は
耐
震
性
を
検
証
し
経
産
省
に
報
告
す
る
と
し
、

日
本
原
燃
は
六
ヶ
所
沖
海
底
断
層
の
再
調
査
を
行
う
と
し
ま

し
た
が
そ
の
結
果
も
待
た
ず
作
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

１１日９：４０（晴）↑

最大値３４ｎＧｙ／ｈ

九
月
十
一
日
、
重
茂
漁
協
と
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
の
組
合
員
が
「
放
射
能
で
海
を
汚
す

な
」
と
訴
え
街
頭
署
名
行
動
を
し
ま
し
た
。

盛
岡
・
北
上
・
水
沢
・
一
関
で
総
勢
六
十
二

人
の
組
合
員
が
行
動
し
、
約
二
時
間
で
合
計

六
六
四
人
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

台
風
九
号
の
風
と
雨
の
中

放
射
性
ガ
ス
排
出

再
処
理
工
場
の
煙
突

（
主
排
気
筒
）
か
ら
、

放
射
性
ガ
ス
の
濃
度
の

高
い
数
値
が
表
示
さ
れ

始
め
た
の
は
七
日
朝
、

台
風
九
号
が
津
軽
半
島

を
通
過
中
で
し
た
。
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
グ
ラ
フ
の

波
形
の
最
大
値
は
六
千

～
六
二
〇
〇
ｃ
ｐ
ｍ
ほ

ど
あ
り
、
波
形
の
最
大

値
や
波
長
が
昨
年
度
の

も
の
よ
り
い
く
ら
か
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
回
の
使
用

済
燃
料
は
燃
焼
度
が
高

く
貯
蔵
冷
却
期
間
の
短

い
も
の
と
推
察
さ
れ
、

昨
年
の
も
の
よ
り
溶
け

に
く
く
、
そ
の
分
ゆ
っ

く
り
せ
ん
断
し
て
い
る

か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
高
値
九
二
九
八
ｃ
ｐ
ｍ

七
日
正
午
に
は
、
主
排
気

筒
モ
ニ
タ
が
こ
れ
ま
で
最

高
の
九
二
九
八
ｃ
ｐ
ｍ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

を
示
し
、
波
形
に
は
様
々
な

乱
れ
や
中
断
も
あ
り
、
四
苦

八
苦
の
せ
ん
断
作
業
が
推

定
さ
れ
ま
す
。

尾
ぶ
ち
測
定
局
で

放
射
線
探
知

青
森
県
が
実
施
し
て
い

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
う
ち
、
再
処
理

工
場
の
東
に
あ
る
尾
駮
（
お

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ぶ
ち
）
測
定
局
で
は
十
一
日

午
前
九
時
三
〇
分
に
平
常

値
よ
り
約
一
〇
ナ
ノ
グ
レ

イ
／
ｈ
も
高
い
放
射
線
の

波
形
が
現
れ
ま
し
た
。
（
上

図
）
そ
の
時
刻
は
晴
天
で
あ

り
降
雨
中
の
ラ
ド
ン
な
ど

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
再
処
理

工
場
の
主
排
気
筒
か
ら
の

ク
リ
プ
ト
ン
ガ
ス
な
ど
の

放
射
線
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

三陸の海を放射能から守る                       

岩手の会                                200７（平成 1９）年      
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主排気筒放射線カウント数９月１１日↓ （原燃ＨＰ）



〔編集手帳〕

再処理工場こそ

地震に弱いのでは？

「高レベル放射性廃液」が生まれる
使用済み核燃料をせん断し硝酸に溶か

し、プルトニウムとウランを分離し取り

出すと、あとには核分裂生成物や超ウラ

ン元素を含む廃液が残る。それが「高レ

ベル放射性廃液」である。濃縮してガラ

ス固化体に閉じこめ、「液体よりは安全に

する」という工程が、いよいよ第４ステ

ップで行われる。しかしこの技術は完成

されたものではなく、その工程自体に問

題があるようであるし、さらに「ガラス

固化体」にしたとしても、熱や衝撃、放

射線の影響で変形やひび割れの可能性が

あり、永久に閉じこめられる保障はない。

冷却し攪拌し続けねば沸騰する！
六ヶ所工場には、これまでのアクティ

ブ試験ですでに生まれた約８０立方㍍（水

なら約８０㌧分だが、それよりもっと重い）も

の「高レベル放射性濃縮廃液」が、ガラ

ス固化作業を待ちながら、工場内のどこ

かのタンクに貯蔵されている。この液は

絶えず冷やし攪拌し続けなければ、たち

まち沸騰しタンクから漏れ出す恐れがあ

るという。「人がそばに数 10 秒いるだけ

で死にいたる」という高レベル放射性廃

液が漏れ出すと、場合によっては地球規

模の汚染になることが警告されている。

地震による停電が恐ろしい
フランスのラ・アーグでは１９８０年

４月に、実際に停電によるタンクの冷却

能力喪失事故を起こしている。「もう、溶

液の沸騰が始まった」というところに、

電源車が駆けつけて間一髪、冷却を再開

し事故を免れたという。

「原発震災」は空想ではない
本年７月の中越沖地震で柏崎刈羽原発

は、世界の原発・核利用の歴史上初めて

の「原発震災」に襲われた。７つの原発

がすべて停止し（３基は点検休止中）、変

圧器が火を噴いた。機器の変形やひび割

れ箇所が２５５６件という。 総計１４

００ｋｍもの配管がある六ヶ所再処理工

場は果たして大丈夫なのか？   （尚）

「岩手の会」など１２団体質問状
＝放射能の除去と海藻からのプルトニウム検出について＝

原燃から回答

疑問はさらに深まる

七

月

三

日

私

た

ち

青

森
・
岩
手
・
宮
城
の
十
二
市

民
団
体
が
日
本
原
燃
に
提

出
し
た
質
問
状
に
つ
い
て
、

八
月
十
三
日
文
書
で
回
答

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

放
射
能
除
去
装
置
を
つ
け
よ

先
ず
「
放
射
能
の
除
去
装

置
」
に
関
し
て
は
「
技
術
が

完
成
し
て
い
な
い
、
拡
散
す

る
か
ら
安
全
だ
」
と
書
い
て

い
ま
す
。
低
減
化
推
進
に
係

わ
る
担
当
部
署
は
不
明
で

あ
り
、
検
討
は
す
で
に
平
成

十
五
年
で
打
ち
切
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
全
協
定
の
放
射

能
低
減
化
条
項
は
単
な
る

お
飾
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。

青
森
県
や
六
ヶ
所
村
は
安

全
協
定
の
当
事
者
と
し
て
、

原
燃
に
協
定
の
履
行
を
真

剣
に
迫
る
べ
き
で
す
。
新
型

転
換
炉
「
ふ
げ
ん
」
に
は
ト

リ
チ
ウ
ム
の
除
去
装
置
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ク
リ
プ
ト
ン
８
５

の
回

収
技
術
は
プ
ラ
ン
ト
規
模

で
目
処
が
立
っ
て
い
る
」
と

旧
動
燃(

現
核
燃
サ
イ
ク
ル

機
構)

の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
り

ま
す
。
既
に
技
術
が
あ
る
こ

と
に
は
触
れ
ず
、
放
射
能
を

除
去
せ
ず
に
操
業
を
進
め

よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
住
民

の
健
康
は
二
の
次
で
、
経
済

性
追
求
を
最
優
先
し
て
い

る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
大
量
放
出

は
、
海
や
陸
の
生
態
系
や
地

球
環
境
へ
影
響
し
な
い
の

か
と
質
問
し
ま
し
た
が
、
答

え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
検
出
値

訂
正
の
経
緯
は
？

原
燃
は
昨
秋
調
査
し
た

海
藻
中
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

は
「
不
検
出
」
と
報
告
し
て

い
ま
し
た
が
、
六
月
十
二
日

に
、〔
０
・
０
１
ベ
ク
レ
ル
／

ｋ
ｇ
生
〕

の
間
違
い
で
あ
っ

た
と
訂
正
発
表
し
ま
し
た
。

訂
正
さ
れ
た
海
藻
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
の
数
値
は
北
海

道
、
岩
手
産
の
こ
ん
ぶ
に
比

し
て
約
一
〇
倍
高
い
値
で

す
。
原
燃
回
答
は
、
こ
の
海

藻
は
「
チ
ガ
イ
ソ
」
で
あ
る

と
し
、
検
出
し
た
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
「
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
２
３
８

は
検
出
さ

れ
ず
、
過
去
の
核
実
験
起
源

の
も
の
」
と
断
定
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
こ
の
測
定
値
は

国
の
原
子
力
安
全
委
員
会

へ
の
報
告
の
も
の
で
あ
り
、

青
森
県
へ
の
報
告
義
務
は

な
い
と
し
ま
し
た
。

ヨ
ウ
素
は
何
故
調
べ
な
い
の

か
？「

海
藻
中
の
放
射
性
ヨ

ウ
素
を
調
べ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
」
と
の
質
問
に
対

し
て
「
検
出
で
き
な
い
と
想

定
し
て
い
る
の
で
測
定
し

な
い
」
と
い
う
答
で
し
た
。

現
在
で
も
時
折
原
発
濃

度
限
度
の
数
倍
の
放
射
性

ヨ
ウ
素
が
海
域
に
放
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
都
合
の
悪
い

項
目
を
あ
え
て
測
定
し
な

い
姿
勢
が
伺
え
ま
す
。

放
射
能
海
洋
拡
散
の
デ
ー
タ

を
示
せ
！

再
処
理
工
場
は
、
既
に
海

洋
へ
多
量
の
放
射
能
を
放

出
し
て
い
ま
す
が
「
そ
の
拡

散
状
況
を
デ
ー
タ
で
示
せ
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
答

が
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
リ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
影
響

は
？原

燃
は
「
ア
ウ
ト
ド
ア
レ

ジ
ャ
ー
や
マ
リ
ン
・
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
受

け
る
線
量
は
小
さ
い
値
に

な
り
、
人
の
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
レ
ベ
ル
で
は
な
い

も
の
と
考
え
ま
す
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
海

水
浴
や
若
い
人
の
多
い
マ

リ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
の
実
態
を

把
握
し
て
回
答
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

疑
問
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
、

第
四
ス
テ
ッ
プ
再
開

「
人
の
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
す
レ
ベ
ル
で
は
な
い
」
と

主
張
し
て
、
九
月
七
日
か
ら

第
四
ス
テ
ッ
プ
に
よ
る
大

量
の
放
射
能
放
出
が
始
ま

り
ま
し
た
。
放
射
能
を
除
去

で
き
な
い
再
処
理
は
未
完

の
技
術
で
あ
り
、
技
術
が
完

成
す
る
ま
で
操
業
を
見
合

わ
せ
る
べ
き
で
す
。

（
詳
細
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
中
）

日
本
原
燃
（
株
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は

八
月
末
に

七
月

分
の
廃
液
な
ど
の
放
出
状
況
を

発
表
し
ま
し
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
は
休
止
中
で
し
た
が
、
廃

液
放
出
日
が
七
日
あ
り
、
ト
リ

チ
ウ
ム
十
七
兆
ベ
ク
レ
ル
、
ヨ

ウ
素
１
２
９
が
二
一
五
六
億
ベ

ク
レ
ル
、
海
洋
に
流
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
三
月
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
開
始
以
来
流
さ
れ
た
ト
リ

チ
ウ
ム
の
総
量
は
六
二
三
兆
ベ

ク
レ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
も
七
回
放
出

六
ヶ
所
再
処
理
工
場


